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　金山町の風景は、明治11年（1878）にイザベラ・バー

ドが訪れ、「日本奥地紀行」で賞賛した風景です。昭和58

年より、100年前にイザベラ・バードが見た風景を100

年かけて取り戻そうと「街並み（景観）づくり100年運動」

を推進し、地場産業の振興、人と自然の共生を図ってい

ます。疎水百選にも選ばれた農業用水路「大堰」は、昭和

55年に雑割石で整備され錦鯉250尾が放流され、町の

シンボルとなっています。また、金山町は、街並み景観条

例、街並み形成基準、助成制度を作り、景観に配慮した

町づくりに取り組んでいます。

　宜野座市松田地区は、沖縄本島のほぼ中央に位置し

た山がちの地域で、サトウキビやゴーヤー、蘭、マンゴー

などが作られています。

　貴重なサンゴが生息している海に面していることから、

海に土や砂が流れないように、地域住民が協力して沈

砂池を作って土砂を農地へ戻したり、農地のまわりに植

物を栽えたりしています。土を流さないことで、持続的

で安定的な農業と美しい海や自然が守られています。

　長い年月をかけて、人が自然と営

みをともにするなかで生み出されて

きた農村の風景。農村の美しい風景

は、その地に暮らす人が、地形や自

然など風土のなかで積み上げてきた

文化です。田畑、里山、集落のたた

ずまい、せせらぎの音、草や土のに

おい。なつかしくて、あたたかな風景。

五感を通して感じられる美しさです。

農村に暮らす人にとっては「ごくあた

りまえ」の「ふつう」の風景です。だか

らこそ、日常の中で大切にし、この心

やすらぐ景色を愛してきました。

　兵庫県の玉ねぎの生産量は全国3位、その95%が淡

路島で生産されています。玉ねぎの収穫、農家や選果場

での選別、加工の過程時に発生するごみも大量で放置に

よる悪臭も一大事。その処分に頭を抱えてきた南あわじ

市は、このごみをバイオマスとして利用することにしました。

　平成17年から「バイオマスの環づくり交付金」により玉

ねぎ残さ炭化施設を建設、炭化したごみは土壌改良材と

して農地に戻し、化

学肥料を減らし農産

物の生産に役立つよ

うになりました。炭化

に必要な燃料には廃

食油を使っています。

　かつて、わたしたちは薪、堆肥、生

ごみ、糞尿など、身の回りに存在す

るものを地域のなかで循環させなが

ら使っていました。私たちが使う“もっ

たいない”という言葉はこのような営

みからうまれたのでしょう。循環する資

源はなくなることがない、地球温暖化

の原因となる二酸化炭素を増やさな

い、資源を運ぶためのエネルギーを

節約できるといった特徴があります。

　農村では、今でもこのような循環

が息づいており、また新しい技術を

用いた新たな循環が始まっています。

農作物には食べるだけではなく、エ

ネルギー源として利用されるもの、

バイオプラスチックなどの素材にな

るものもあります。農村で発生する

家畜の糞尿、木くず、もみがら、家庭

の生ごみ等を、農業は堆肥・家畜の

飼料として使うことができます。これ

らの資源は、「バイオマス」と呼ばれ

ています。

　この他にも農業用水を利用した小

規模な水力発電、雪熱利用の冷蔵施

設、太陽光、風力利用など循環型社

会に向けてエコ・プロジェクトが進ん

でいます。

　北海道でも有数な豪雪地帯として知られる沼田町では、今までやっかいもの

として扱われてきた雪を新しいエネルギー源として活用できないかと考えました。

平成8年度に完成した「沼田町米穀低温貯留乾燥調整施設」で、雪の冷気を活

用した籾の貯蔵、米の貯蔵、花の地中冷房栽培、雪中抑制栽培などが実用化

されています。また、平成13年度に設置した「雪の科学館」は、自家用食材が

新鮮な状態で翌夏まで貯蔵できるようになっています。

　日田市では、生ごみ

や豚の糞尿、農業集

落排水（農村の下水道）

の汚泥などを原料に

するバイオ発電施設

「バイオマス資源化セ

ンター」が、平成18年

4月から操業を開始。

1日最大で80トンの

バイオマスを混ぜて発酵させ、発生するメタンガスで発

電用エンジンを稼働させています。ガスをとった残りかす

は、液肥や堆肥としての利用し、循環型農業やごみ処理

費用の軽減などが期待されています。
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　登米市・栗原市に位置する伊豆沼・内沼は、白鳥をはじめ、ガンやカモなどの渡

り鳥が飛来し、メダカやモツゴ、ナマズといった魚類も数多く生息するなど豊か

な生態系が形成されラムサール条約登録湿地に指定されています。

　この地域では、農業農村整備事業をきっかけに、農業農村の持つ多面的機能

を理解してもらうため、また、食育（登米の食育学びナビゲーション推進事業）の

一環として、行政・学校・地元関係団体が協力して『田んぼの学校』を開催し、農

作業体験や田んぼの生き物調査、ダム等の施設見学会などの活動を行っています。
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